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北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
北

海
道
の
土
地
面
積
８
３
４
万
ha

の
う
ち
、
約
４
割
に
あ
た
る
３

０
４
万
ha
の
国
有
林
を
管
理
し

て
い
ま
す
。 

そ
の
８
割
近
く
を
天
然
林
が

占
め
、
世
界
自
然
遺
産
で
あ
る
知

床
を
は
じ
め
、
原
生
的
な
森
林
が

広
が
っ
て
お
り
、
希
少
な
野
生
生

物
が
生
息
す
る
な
ど
、
学
術
的
に

も
価
値
の
高
い
森
林
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。 

一
方
で
、
戦
後
植
栽
さ
れ
た
ト

ド
マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
人

工
林
資
源
が
成
熟
し
、
循
環
利
用

で
き
る
資
源
と
し
て
、
林
業
・
木

材
産
業
の
成
長
に
よ
る
地
域
振

興
や
循
環
型
社
会
の
構
築
へ
の

貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
で
北
海
道
森

林
管
理
局
は
、
今
年
度
、
以
下
の

事
項
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま

す
。 北

海
道
の
国
有
林
の
森
林
資

源
は
、
人
工
林
を
中
心
に
確
実

に
増
加
し
て
い
ま
す
。 

今
後
主
伐
を
迎
え
る
人
工
林

に
つ
い
て
は
、
公
益
的
機
能
の

発
揮
の
た
め
に
、
様
々
な
生
育

段
階
や
樹
種
か
ら
構
成
さ
れ
る

多
様
な
森
林
へ
誘
導
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。 

そ
の
た
め
、「
森
林
に
教
え
を

請
う
」
と
い
う
姿
勢
で
、
山
と

よ
く
相
談
し
な
が
ら
、
山
の
や

り
た
い
方
向
に
森
林
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

針
葉
樹
人
工
林
の
伐
採
時
に
は
、

林
内
の
広
葉
樹
を
積
極
的
に
保

残
し
、
針
広
混
交
林
へ
の
誘
導

を
促
進
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
伐
採
後
の
更
新
は
、

植
栽
に
よ
る
手
法
だ
け
で
な
く

伐
採
前
か
ら
生
育
し
て
い
る
天

然
生
稚
幼
樹
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

に
着
手
し
ま
す
。 

 

更
に
、
森
林
づ
く
り
の
基
礎

と
な
る
森
林
調
査
業
務
に
ド
ロ

ー
ン
等
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

ド
ロ
ー
ン
等
で
撮
影
し
た
写
真

の
判
読
技
術
の
向
上
に
努
め
ま

す
。 森

林
整
備
費
用
の
内
、
造
林

初
期
の
コ
ス
ト
は
全
体
の
７
割

を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

拵
え
、
植
付
等
に
か
か
る
コ
ス

ト
を
削
減
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。こ

の
た
め
、
伐
採
か
ら
植
栽

ま
で
を
一
体
的
に
行
う
「
伐

採
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」

を
推
進
し
ま
す
。 

グ
ラ
ッ
プ
ル
を
活
用
し
た
地

拵
え
や
乗
車
式
草
刈
機
等
に
よ

る
軽
労
化
を
目
的
と
し
た
実
証

試
験
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て

実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
北
海
道
の
地
域
特
性

を
活
か
し
、
大
型
機
械
等
を
使

用
し
た
下
刈
り
作
業
の
実
証
試

験
を
行
い
ま
す
。 

コ
ン
テ
ナ
苗
の
普
及
拡
大
を

図
る
た
め
に
は
、
複
数
年
の
使

用
量
を
生
産
者
に
具
体
的
に
示

す
こ
と
や
生
産
コ
ス
ト
を
縮
減

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 こ

の
た
め
、
苗
木
生
産
者
と

の
協
定
に
基
づ
き
コ
ン
テ
ナ
苗

を
計
画
的
に
調
達
す
る
取
組
を

今
年
度
は
道
内
全
域
で
実
施
す

る
と
と
も
に
、
協
定
数
量
も
拡

大
し
ま
す
。 

育
苗
期
間
の
短
縮
等
に
よ
り

コ
ス
ト
を
縮
減
し
、
低
価
格
化

を
図
る
た
め
に
、
カ
ラ
マ
ツ
の

コ
ン
テ
ナ
苗
に
つ
い
て
、
通
常

２
年
以
上
を
要
し
て
い
る
育
苗

期
間
を
１
年
に
短
縮
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
実
証
事
業
に
着

手
し
ま
す
。

更
に
、
カ
ラ
マ
ツ
や
ト
ド
マ

ツ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
を
対
象
と
し

て
、
７
０
０
日
間
肥
料
の
効
果

③
コ
ン
テ
ナ
苗
の
普
及
・
拡
大
、

育
苗
技
術
の
高
度
化
を
推
進

平成３０年度北海道森林管理局の重点取組事項 

②
森
林
整
備
の
省
力
化
の

更
な
る
推
進

人工林内に生育している広葉樹林 

（上川中部森林管理署） 

間伐

57 万円 

除伐

１４万円

下刈

７５万円

植付

２６万円

苗木代

３５万

円

地拵

３０万円

資料：林野庁「森林・林業・木材産業の現状と
課題」  注：H28 標準単価より作成
スギ 3000 本/ha 植栽、下刈り 5 回、除伐 2 回、
保育間伐 1 回、搬出間伐（50～m3/ha）1 回

天然更新したドトマツ稚樹 

（根釧西部森林管理署） 

①
多
様
で
健
全
な

森
林
づ
く
り
の
推
進

２



が
保
つ
緩
効
性
肥
料
に
よ
る
初

期
成
長
促
進
効
果
を
検
証
す
る

た
め
の
実
証
事
業
に
着
手
し
て

下
刈
り
経
費
の
削
減
を
目
指
し

ま
す
。 

人
工
林
の
高
齢
級
化
に
伴
っ

て
、
ト
ド
マ
ツ
・
カ
ラ
マ
ツ
の

小
径
木
の
供
給
量
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
広
葉
樹
に
つ

い
て
は
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
家

具
、
内
装
用
と
し
て
、
近
年
中

小
径
木
の
需
要
が
向
上
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま

え
、
需
要
に
応
じ
た
採
材
や
仕

訳
を
徹
底
し
ま
す
。 

 

北
海
道
産
の
カ
ラ
マ
ツ
や
ト

ド
マ
ツ
の
主
な
用
途
は
、
梱
包

材
や
仮
設
用
資
材
等
の
産
業
用

資
材
で
あ
り
、
建
築
用
の
構
造

材
へ
の
利
用
は
低
位
な
の
が
実

態
で
す
が
、
天
然
及
び
高
齢
級

ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
カ
ラ

マ
ツ
等
銘
木
市
へ
の
出
品
に
よ

る
需
要
の
掘
り
起
こ
し
や
道
産

ト
ド
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
の
構
造

材
利
用
の
推
進
に
努
め
さ
ら
に

は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

な
ど
、
道
産
材
の
付
加
価
値
の

向
上
に
向
け
、
関
係
者
に
よ
る

検
討
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ

り
、
道
産
カ
ラ
マ
ツ
、
ト
ド
マ

ツ
等
の
付
加
価
値
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

局
所
的
な
豪
雨
が
近
年
増
加

傾
向
に
あ
る
中
で
、
平
成
29
年

の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
流
木

災
害
と
同
様
の
災
害
は
全
国
各

地
で
発
生
す
る
可
能
性
が
有
り

ま
す
。
流
木
被
害
を
防
止
・
軽

減
す
る
た
め
、
渓
床
・
渓
岸
が

荒
廃
し
て
い
る
又
は
荒
廃
兆
候

が
あ
る
渓
流
を
「
発
生
区
域
」

「
流
下
区
域
」
及
び
「
堆
積
区

域
」
に
区
分
し
、
崩
壊
土
砂
や

流
木
の
形
態
に
応
じ
た
対
策
を

実
施
（
３
カ
年
を
目
途
に
１５
箇

所
）
し
ま
す
。 

大
規
模
な
山
地
災
害
が
発

生

し

た

場

合

に

は

、

国

有

林
・
民
有
林
を
問
わ
ず
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
等

を
活
用
し
て
被
災
状
況
を
迅

速
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

被
災
地
の
早
期
復
旧
に
向
け

て
、
派
遣
チ
ー
ム
の
編
成
に

よ
る
被
災
自
治
体
へ
応
援
な

ど
、
技
術
的
な
支
援
を
効
果

的
に
行
う
た
め
の
体
制
を
整

備
し
ま
す
。

注１：（ ）は前年度繰越で外書 
注 2：計は、四捨五入の関係で必ずしも一致しない 
注 3：立木販売とは立木のまま販売すること 
注 4：製品販売とは、樹木を伐採し丸太にして販売する 
   こと 
注 5：更新とは、伐採等により樹木がなくなった箇所に 

 おいて、植林を行うことや自然力の活用等により 
   森林の世代が替わること 

注 6：保育とは、更新後、伐採するまでの間に、育てよ 
 うとする樹木の成長を促すために行う下草刈り等 

     の作業の総称 
注 7：林道及び治山の事業費には災害復旧事業費を含む 

平成 30 年度 記者発表 

 

４
月
１９
日
（
木
）
、「
北

海
道
森
林
管
理
局
重
点

取
組
事
項
」
に
つ
い
て
、

マ
ス
コ
ミ
各
社
向
け
の

記
者
発
表
を
行
い
、
記

者
の
み
な
さ
ん
か
ら
熱

心
な
質
問
を
受
け
ま
し

た
。

 

北
海
道
森
林
管
理
局

で
は
、
道
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
多
様
で
健

全
な
森
林
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

④
道
産
木
材
の
安
定
供
給
と

高
付
加
価
値
化

銘木市に出品した中小径広葉樹 

↑
完成時 

（石狩森林管理署） 

流木捕捉式治山ダム

捕捉時 

（空知森林管理署北空知支署） 

単位

立木販売 千㎥ 680 782 115%

製品販売 千㎥ 620 635 102%

更　 　新 ha （ 814 ） 1,016 （ 253 ） 1,483 146%

保　 　育 ha （ 788 ） 11,917 （ 229 ） 10,466 88%

新　 　設 km （ 20 ） 37 （ 12 ） 39 105%

事 業 費 百万円 （ 1,938 ） 2,423 （ 433 ） 2,226 92%

百万円 （ 7,541 ） 3,470 （ 1,941 ） 3,199 92%

林　　道

治山事業

区　 　分 平成30年度当初

販売量

造　　林

平成29年度当初 対前年比

平成30年度　事業量及び予算

⑤
山
地
災
害
対
策
の

強
化
に
向
け
た
取
組

３



 

宗
谷
地
区
は
、
通
年
で
強
風
に
さ

ら
さ
れ
る
厳
し
い
自
然
環
境
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
住
民
の
生
活
環
境
の

改
善
を
目
的
と
し
て
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
の
昭
和
30
年
頃
か
ら
国
有

林
で
の
海
岸
防
災
林
の
造
成
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。 

造
成
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
約
50

年
が
経
過
し
、
植
林
木
の
過
密
化
に

よ
る
公
益
的
機
能
の
低
下
が
見
ら

れ
、
将
来
に
わ
た
り
活
力
あ
る
森
林

と
し
て
そ
の
機
能
を
発
揮
・
維
持
し

て
い
く
た
め
の
森
林
整
備
が
必
要

な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
民
有
林
に
も
多
く
の
防
風

林
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
民
国
連

携
に
よ
る
最
北
の
防
風
林
を
次
世

代
に
残
す
取
組
と
し
て
、
防
風
林
の

間
伐
等
を
実
施
し
な
が
ら
、
防
風
林

の
間
伐
等
の
施
業
の
確
立
を
目
指

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
当
署
で
は
、
平
成
26
年

度
に
稚
内
市
内
の
メ
ー
ク
マ
地
区

海
岸
防
災
林
に
お
い
て
林
況
調
査

を
実
施
し
、
平
成
27
年
度
、
平
成
28

年
度
と
伐
採
予
定
地
及
び
伐
採
跡

地
に
お
い
て
現
地
検
討
会
を
開
催

し
、
施
業
に
よ
る
林
地
へ
の
影
響
に

つ
い
て
市
町
村
担
当
者
等
と
意
見

交
換
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
宗
谷

流
域
森
林
・
林
業
活
性
化
協
議
会
に

「
海
岸
防
災
林
に
関
す
る
部
会
」
を

設
置
し
、
民
有
林
関
係
者
と
意
見
交

換
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
て
、

平
成
29
年
度
は
、
浜
頓
別
町
内
の

国
有
林
と
民
有
林
の
海
岸
防
災
林

に
お
い
て
現
地
検
討
会
を
実
施
し

ま
し
た
。 

こ
の
検
討
会
で
は
国
有
林
と
民

有
林
の
間
伐
方
法
を
比
較
・
検
討
す

る
こ
と
が
で
き
、
双
方
の
現
状
の
課

題
や
取
組
状
況
等
に
つ
い
て
情
報

交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、 

①
施
業
事
例
が
極
め
て
少
な
い
。
②

手
探
り
の
中
で
の
施
業
で
問
題
点

が
見
え
な
い
。
等
の
意
見
の
ほ
か
、

参
考
に
な
っ
た
・
大
変
参
考
に
な
っ

た
が
95
パ
ー
セ
ン
ト
と
現
地
検
討

会
が
高
い
評
価
を
得
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
事
例
の
蓄
積
や
、
検
討
会
等
を
実

施
し
、
民
有
林
関
係
者
と
の
技
術
交

流
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
ま

す
。 

 

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
地
域
林
政
連
絡
会
議
に
お
い

て
「
海
岸
防
災
林
の
施
業
に
関
す
る

現
地
検
討
会
の
報
告
書
」
と
し
て
情

報
提
供
す
る
な
ど
、
情
報
の
共
有
化

を
図
り
民
国
連
携
し
て
事
例
の
蓄

積
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

海
岸
防
災
林
の
施
業
に
つ
い
て

は
、
確
立
し
た
施
業
基
準
が
な
い
の

で
地
区
の
植
栽
樹
種
や
密
度
管
理
、

地
理
的
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
や

か
な
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今

後
も
新
た
な
林
業
技
術
を
取
り
入

れ
な
が
ら
試
行
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、

情
報
を
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 

当
署
に
お
い
て
は
、
今
後
と
も
計

画
的
に
本
数
調
整
伐
を
実
施
し
な

が
ら
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い

施
業
方
法
も
細
か
く
検
討
し
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
将
来
的
に
宗
谷
地
区
の
防
風
林

施
業
の
確
立
を
目
指
し
、
定
期
的
な

現
地
検
討
会
を
開
催
し
、
取
組
状
況

や
成
果
な
ど
を
情
報
発
信
し
地
域

林
業
の
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

地域林政課題の解決に向けた取組 

～宗谷地区の防風林における 

施 業 の 確 立 に 向 け た 取 組 ～ 

施業後の防風林（国有林）

民有林関係者との意見交換会 
（旧庁舎会議室）

民有林関係者との現地検討会 

宗 谷 森 林 管 理 署 

４



初
山
別
森
林
事
務
所
は
、
国

道
２
３
２
号
線
、
通
称
オ
ロ
ロ

ン
ラ
イ
ン
沿
い
の
日
本
海
に
面

し
た
初
山
別
村
に
あ
り
ま
す
。 

 

当
森
林
事
務
所
管
内
は
羽
幌

町
築
別
地
区
と
初
山
別
村
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

日
本
最
北
の
天
文
台 

初
山
別
の
自
慢
は
、
星
が
き
れ

い
な
と
こ
ろ
で
す
。
事
務
所
前

か
ら
見
る
星
空
も
き
れ
い
に
見

ら
れ
ま
す
が
、
天
文
台
か
ら
見

る
星
空
は
格
別
で
、
「
星
が
降

っ
て
く
る
」
と
い
う
人
も
い
る

ほ
ど
で
す
。 

金
比
羅
神
社 

み
さ
き
台
公
園
の(

金
比
羅

岬)

の
下
に
あ
り
ま
す
。 

 

昔
、
こ
の
岬
に
流
れ
着
い
た

金
比
羅
様
の
お
札
を
地
元
の
漁

師
が
奉
っ
た
後
、
こ
の
付
近
の

海
難
事
故
が
減
少
し
た
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
の
中

に
建
つ
鳥
居
に
、
重
な
る
夕
日

が
シ
ャ
ッ
タ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
有
名
で
す
。 

築
別
炭
砿 

築
別
地
区
は
昔
炭
鉱
で
栄
え

ま
し
た
が
、
廃
鉱
に
な
り
今
で

も
、
昔
の
建
物
が
残
っ
て
い
ま

す
。 映

画
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン

カ
チ
」
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
り
、

廃
墟
と
な
っ
た
建
物
の
景
観
が

話
題
に
な
っ
た
り
し
た
た
め
、

多
く
の
観
光
客
が
や
っ
て
き
ま

す
。 

森
林
管
理 

日
々
の
業
務
の
中
心
は
、
森
林

の
蓄
積
な
ど
を
調
べ
る
地
林
況

調
査
で
、
こ
の
他
エ
ゾ
シ
カ
影
響

調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

森
林
の
見
回
り
も
大
切
な
仕

事
で
、
特
に
大
雨
や
融
雪
後
の
森

林
・
林
道
の
状
況
把
握
、
災
害
時

の
初
期
対
応
は
重
要
な
仕
事
と

の
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

初
山
別
地
区
は
ヒ
グ
マ
が
多

い
の
で
、
爆
竹
、
鈴
、
熊
ス
プ
レ

ー
の
携
行
は
必
須
で
す
。 

森
林
教
室 

昨
年
か
ら
、
初
山
別
小
学
生
を

対
象
に
し
た
「
森
林
教
室
」
を
始

め
ま
し
た
。 

「
秋
を
見
つ
け
よ
う
」
と
題
し
、

色
づ
い
た
葉
っ
ぱ
を
使
っ
た
飛

行
機
作
り
、
ド
ン
グ
リ
と
松
ぼ
っ

く
り
を
使
っ
た
コ
マ
と
人
形
作

り
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
い

ろ
ん
な
形
で
森
林
に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 森

林
共
同
施
業
団
地 

当
森
林
事
務
所
に
は
留
萌
振

興
局
、
初
山
別
村
、
遠
別
初
山

別
森
林
組
合
、
留
萌
北
部
森
林

管
理
署
の
四
者
で
設
定
し
た
共

同
施
業
団
地
が
有
り
ま
す
。
森

林
整
備
、
維
持
管
理
、
運
営
に

関
す
る
こ
と
を
定
め
て
、
民
有

林
と
国
有
林
が
連
携
し
て
地
域

一
帯
の
森
林
整
備
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
今
年
度
は

道
有
林
と
の
共
同
施
業
（
間
伐
）

を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

初
山
別
村
に
来
て
１
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
周
り
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
て
や
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。 

留萌北部森林管理署 

初山別森林事務所 

首席森林官 若﨑 民雄 

こ ん に ち は 森 林 官 です! 

左側が筆者 

○
森
林
事
務
所
の
管
轄
区
域しょさんべつ天文台と金比羅灯台

○
管
内
の
み
ど
こ
ろ

初山別小１年生の森林教室 

金 比 羅 神 社

○
森
林
官
の
仕
事

○
終
わ
り
に

５



常
呂
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推

進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
林
環

境
教
育
に
取
組
む
企
業
・
団

体
・
N

P

O
等
の
活
動
支
援

や
技
術
指
導
を
行
う
と
と
も

に
、
市
町
村
の
林
務
担
当
部

局
等
と
連
携
し
て
、
森
林
ふ

れ
あ
い
活
動
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。 

今
回
は
、
当
セ
ン
タ
ー
が

網
走
市
農
政
課
・
教
育
委
員

会
と
連
携
し
て
行
っ
た
取
組

を
紹
介
し
ま
す
。 

平
成
29
年
10
月
21
日
に
、

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森 

森
林

散
策
会
」
が
網
走
市
で
開
催

さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
は
自
然

解
説
を
担
当
し
ま
し
た
。 

こ
の
催
し
は
、
網
走
市
民

を
対
象
と
し
て
、
木
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
木
や

森
の
存
在
を
身
近
に
感
じ
、

自
然
と
と
も
に
生
き
る
こ
と

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
増
や

す
た
め
、
木
育
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

当
日
は
、
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の

森
」
の
展
望
台
（
網
走
市
で

一
番
標
高
が
高
い
場
所
）
か

ら
、
網
走
湖
や
能
取
湖
・
知

床
連
山
を
眺
望
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
「
古
の
森
」
で
の
自

然
観
察
で
は
、
当
セ
ン
タ
ー

の
自
然
再
生
指
導
官
が
、
植

物
や
動
物
、
土
や
水
等
が
相

互
に
関
わ
り
を
持
ち
、
森
林

が
成
り
立
っ
て
い
る
様
子
を

解
説
し
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、
「
紅
葉
が

き
れ
い
だ
っ
た
。
」
や
「
オ
ホ

ー
ツ
ク
の
森
に
つ
い
て
勉
強

に
な
っ
た
。
」
等
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。 

平
成
29
年
１
月
11
日
に
網

走
エ
コ
セ
ン
タ
ー
２
０
０
０

で
「
冬
休
み
木
工
ク
ラ
フ
ト

教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
当
セ

ン
タ
ー
は
「
落
ち
葉
の
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
」
と
「
木
工
ク

ラ
フ
ト
」
づ
く
り
を
担
当
し

ま
し
た
。

ま
ず
始
め
に
、
当
セ
ン
タ

ー
の
自
然
再
生
指
導
官
か
ら
、

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
等
の
道
具

の
使
い
方
と
注
意
事
項
、
作

成
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
、

早
速
「
落
ち
葉
の
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
」
の
作
成
に
と
り
か

か
り
ま
し
た
。

こ
の
「
落
ち
葉
の
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
」
は
、
黒
色
画
用

紙
へ
切
抜
く
型
を
描
い
た
後
、

そ
の
型
を
切
抜
き
、
押
し
葉

と
一
緒
に
ラ
ミ
ネ
ー
ト
フ
ィ

ル
ム
に
挟
ん
で
、
熱
着
す
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」

づ
く
り
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
自
由
な
創
造
を
テ
ー
マ
と

し
た
と
こ
ろ
、
終
了
時
間
を

過
ぎ
て
も
熱
心
に
作
成
し
て

い
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
が
、

最
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を

持
寄
り
、
記
念
撮
影
を
行
い

ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
落

ち
葉
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を

窓
に
貼
る
と
き
れ
い
だ
っ

た
。
」
や
「
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
の

工
作
が
楽
し
か
っ
た
。
」
等
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

常呂川森林ふれあい推進センター 

森
林
散
策 

木
工
教
室 

森林散策の様子 

木工クラフト作成

作品を持寄り記念撮影

６



調印式（左：川口中川町長 右：

西上川北部森林管理署長） 

 

平
成
30
年
3
月
23
日
（
金

曜
日
）
、
中
川
町
役
場
に
お
い

て
、
中
川
町
と
上
川
北
部
森

林
管
理
署
に
よ
る
「
中
川
地

域
森
林
整
備
推
進
協
定
（
第

2
期
）
」
の
調
印
式
を
行
い
ま

し
た
。 

調
印
後
、
川
口
中
川
町
長

は
、
「
中
川
町
の
歴
史
は
国
有

林
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
歴

史
で
あ
り
、
国
と
の
連
携
な

く
し
て
中
川
の
森
林
文
化
再

生
は
あ
り
得
な
い
。
今
後
も

連
携
に
力
を
入
れ
な
が
ら
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
、
西
上
川
北
部
森
林

管
理
署
長
か
ら
は
、
「
今
回
の

協
定
で
対
象
面
積
を
拡
充
し

た
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
な

森
林
整
備
の
実
施
と
事
業
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
な
ど
、
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
見
込
め
る
。

署
と
し
て
も
中
川
町
と
こ
れ

ま
で
以
上
に
連
携
し
な
が
ら

事
業
に
努
め
た
い
」
と
述
べ
、

調
印
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

  

檜
山
森
林
管
理
署
管
内
の

知
内
町
で
は
、
昨
年
か
ら
林

業
を
始
め
と
す
る
1
次
産
業

の
新
規
就
業
者
を
受
け
入
れ

る
た
め
、
新
た
な
就
業
研
修

施
設
と
し
て
「
し
り
う
ち
地

域
担
い
手
セ
ン
タ
ー
」
の
建

設
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
度
無
事
完
成
の
運
び
と

な
り
、
平
成
30
年
4
月
4
日

(
水
曜
日
）
に
「
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

同
セ
ン
タ
ー
は
、
町
内
産

の
カ
ラ
マ
ツ
を
使
用
し
た
全

国
初
の
カ
ラ
マ
ツ
C

L

T

（
直
交
集
成
材
）
に
よ
る
木

造
3
階
建
て
の
宿
泊
施
設

（
延
べ
床
面
積
約
3

6

0

平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
な
っ
て

お
り
、
建
設
に
際
し
て
は
全

国
初
と
な
る
鋼
板
挿
入
ド
リ

フ
ト
ピ
ン
接
合
（
接
合
金
物

を
見
せ
な
い
）
を
新
た
に
開

発
し
採
用
す
る
等
、
森
林
資

源
の
循
環
利
用
を
進
め
る
た

め
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

建
物
の
内
部
に
は
、
随
所

で
C

L

T
部
材
を
そ
の
ま

ま
露
出
さ
せ
た
木
の
ぬ
く
も

り
あ
ふ
れ
る
内
装
や
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
家

具
・
家
電
完
備
で
す
ぐ
に
で

も
生
活
を
開
始
で
き
る
設
備

が
整
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
30
年
３
月
２
日
（
金

曜
日
）
に
北
海
道
森
林
管
理

局
に
お
い
て
、
国
家
公
務
員

採
用
一
般
職
試
験
（
大
卒
程

度
試
験
）
の
受
験
を
希
望
す

る
方
を
対
象
に
管
区
O

P

E

N
ゼ
ミ
の
業
務
説
明
会
を

開
催
し
、
道
内
各
地
か
ら
10

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
林
野
庁
の
人

事
担
当
者
か
ら
「
森
林
・
林

業
分
野
に
お
け
る
林
野
庁
の

役
割
」
と
題
し
て
、
森
林
・

林
業
に
お
け
る
現
況
や
ホ
ッ

ト
な
話
題
、
林
野
庁
全
体
の

仕
事
内
容
に
つ
い
て
説
明
を

し
ま
し
た
。

参
加
者
と
の
質
疑
応
答
の

時
間
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
採

用
試
験
や
入
庁
後
の
業
務
、

生
活
に
つ
い
て
の
質
問
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
、
7
月
と
10
月
に

説
明
会
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。 

検索 森もりスクエア 「各地からの便り」の詳細は 

中
川
町
と
森
林
整
備
推
進

協
定
（
第
2
期
）
を
締
結

各地からの便り 各地からの便り 

全
国
初
カ
ラ
マ
ツ
C

L

T
木
造

３
階
建
て
の
宿
泊
施
設
完
成
！ しりうち地域担い手センター 

単身居住スペース 

７
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ＩＰ電話 050-3160-6300
電 話 011-622-5213
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http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

北海道命名 150 年の記念の年に、 

国有林で森林を育ててみませんか 

②協定締結による国民参加の森林づくり

森林づくり活動を行う民間団体や地方公共団体等と協定を締結し、国

有林のフィールドを提供することで多様な森林整備や保全活動の要請

に対応した国民参加の森林づくりを推進しています。 

詳細は、下記へお問い合わせください。 
①   森林整備第一課       TEL：050-3160-6288 

   ②   技術普及課           TEL：050-3160-6285 

北海道森林管理局では、国民参加による 

多様な森林づくりに取り組んでいます。 

イベントの詳細は、

イベントカレンダーでご覧下さい。

http://www.rinya.maff.go.jp/hokka

ido/koho/event/index.html 

①法人の森林

企業等に、社会貢献活動の一環として、長期間にわたって企業等の森

林づくりを行っていただくため、分収林制度などを活用して国有林内

で森林づくりをしていただく仕組みであり、

・創立記念など、記念行事としての森林づくり

・社員やお客様とのふれあいの場としての森林づくり

・子ども達への森林環境教育の場としての森林づくり

などに国有林を活用していただくことができます。 

も り 

８


	名称未設定



